
【FdData中間期末：中学社会地理】 

[農林水産業] 

◆パソコン・タブレット版へ移動 

 

[近郊農業・促成栽培・抑制栽培] 

[問題](要点把握) 

 次の下線部A～Kで誤っているものを

2つ選び，正しい語句に直せ。 

 右図のアなどの

A 大都市周辺で行

う園芸農業をB近

郊農業という。C

輸送費が安く新鮮

な農産物を届ける

ことができるという利点がある。大都市

から離れたところでは D 輸送園芸農業

が行われる。 
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群馬県や長野県や岩手県(図のイ)の高原

ではE涼しい気候を生かして出荷時期を

おくらせるF促成栽培が，高知県や宮崎

県(図のウ)ではG温暖な気候を生かして

出荷時期を早める H 抑制栽培が行われ

ている。F栽培やH栽培は I他地域の出

荷量が少ない時期に出荷することでJ高

い価格で販売できるという利点がある。

H栽培のようにビニールハウスなどを使

った園芸農業をK施設園芸農業という。 

[解答]F抑制栽培，H促成栽培 

※出題頻度：「近郊農業◎」「促成栽培◎：

暖かい気候を利用して出荷時期を早める

〇」「施設園芸農業△」「抑制栽培〇：夏

でも冷涼な気候を利用して出荷時期を遅

らせる△」「他地域の出荷量が少ない時期

に出荷することで高い価格で販売できる

△」 



[問題](2学期期末) 

 次のような農業の方法を何と呼ぶか。

下の[  ]からそれぞれ選べ。 

① 野菜などを通常より早い時期に栽培

する農業。 

② 野菜などを通常より遅い時期に栽培

する農業。 

③ ビニールハウス・温室などを使う農

業。 

④ 大都市周辺で野菜などを新鮮なうち

に出荷する農業。 

[ 施設園芸農業 二毛作 促成栽培 

近郊農業 抑制栽培 ] 

 

[解答]① 促成栽培 ② 抑制栽培 

③ 施設園芸農業 ④ 近郊農業 

 



[問題](前期中間) 

次の各問いに答えよ。 

(1) ①大都市周

辺で野菜な

どを作る農

業を何とい

うか。②また，

そのような農業がさかんな地域を図

のA～Cから1つ選べ。 

(2) ①冷涼な気候を利用してレタスなど

の出荷時期を遅らせる農業を何とい

うか。②また，そのような農業がさ

かんな地域を図のA～Cから 1つ選

べ。 

(3) ①暖かい気候を生かして，なす・き

ゅうり・ピーマンなどの野菜の生長

を早める農業を何というか。②また，

そのような農業がさかんな地域を図

のA～Cから1つ選べ。 



 

[解答](1)① 近郊農業 ② C (2)① 抑

制栽培 ② B (3)① 促成栽培 ② A 

 

 



[問題](1学期期末など) 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 近郊農業について，「大都市」「輸送

費」「新鮮」という語句を使い簡単に

説明せよ。 

(2) 促成栽培とはどのような栽培方法か，

「暖かい気候」という語句を使って

簡単に説明せよ。 

(3) 促成栽培のようにビニールハウスな

どを使った園芸農業を何というか。 

(4) 抑制栽培とはどのような栽培方法か，

「夏でも冷涼な気候」という語句を

使って簡単に説明せよ。 

(5) 促成栽培や抑制栽培を行う利点を

「出荷」「価格」という語句を使って

簡単に説明せよ。 

 



[解答](1) 大都市周辺で行う農業で，輸送

費が安く新鮮な農産物を届けることがで

きる。 

(2) 暖かい気候を利用して出荷時期を早

める栽培方法。 (3) 施設園芸農業 

(4) 夏でも冷涼な気候を利用して出荷時

期を遅らせる栽培方法。  

(5) 他地域の出荷量が少ない時期に出荷

することで高い価格で販売できること。 

 



[各地方の農業生産割合] 

[問題](要点把握) 

 次の下線部A～Fで誤っているものを

1つ選び，正しい語句に直せ。 

 稲作が特に盛んなのは，雪どけ水が豊

富なA東北地方の日本海側やB北陸の平

野部である。畜産が盛んなのはC北海道

とD四国である。C地方では乳牛や肉牛，

D地方では肉牛や豚，鶏が特に多く飼わ

れている。野菜の生産が多いのはE近郊

農業がさかんなF関東地方である。 

 

[解答]D九州 

※出題頻度：「稲作：東北・北陸△」 

「畜産：北海道・九州△」 

「野菜(近郊農業)：関東△」 

 



[問題](1学期期末) 

 次の資料のA～Cにあてはまる地域を，

[  ]から1つずつ選べ。 

[ 九州 関東 東北 四国 ] 

 

[解答]A東北 B 九州 C 関東 

 

 



[低い食料自給率などの問題] 

[問題](要点把握) 

 次の下線部 A～J で誤っているものを

2つ選び，正しい語句に直せ。 

 国内で消費する食料のうち，国内で生

産できている割合をA食料自給率という。

日本のA率は低下を続け，現在(2020年)，

B 37％と非常に低い水準にある。これは，

C農産物の貿易自由化により，安い輸入

農産物の D 輸入量が減少したためであ

る。 



グラフのように，E 米の自給率(図のア)

は現在でもほぼ 100％である。しかし，

かつては自給できていた F 野菜(イ)は約

80％，G魚介類(ウ)は約55％にまで低下

している。もともと自給率が低かったH

豆類(エ)は約15％と極端に低い。安い農

産物の輸入が増えたため，農家の経営は

厳しくなっている。近年，農業を目指す

若い人が減っており，I 後継者の不足や

農業従事者のJ高齢化が進行している。 

 

[解答]D輸入量が増加したため，H小麦 

※出題頻度：「農産物の貿易自由化により

安い輸入農産物が増加〇→食料自給率が

低下○」 

 

 



[問題](前期期末) 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 国内で消費する食料のうち国内で生

産できている割合を何というか。漢

字5字で答えよ。 

(2) 次の資料は，日本，アメリカ，フラ

ンス，ドイツのいずれかの(1)の割合

である。ア～エの中から日本を選べ。 

国名  ア  イ  ウ エ 

割合 127％ 37％ 130％ 95％ 

(3) 日本の(1)の割合が低下した理由を

「貿易自由化」の語句を使って簡単

に説明せよ。 

 

[解答](1) 食料自給率 (2) イ (3) 農産

物の貿易自由化により，安い輸入農産物

の輸入量が増えたため。 



[問題](1学期期末) 

 次の図のA～Dは何の自給率を表して

いるか。[  ]からそれぞれ選べ。 

  [ 米 小麦 肉類 野菜 ] 

 

[解答]A 米 B 野菜 C 魚介類 

D 小麦 

 



[問題](1学期期末) 

 次の文章中の①～③に適語を入れよ。 

 海外からの安い農産物の( ① )が増

えたため，農家の経営は厳しくなってい

る。近年，農業を目指す若い人が減って

おり，農業に就く人の 3 分の 2 が，65

歳以上の( ② )者によって占められて

いる。こうした( ③ )者の不足や(②)

化の進行とともに，使われなくなった農

地の荒廃なども深刻な課題になっている。 

 

[解答]① 輸入 ② 高齢 ③ 後継 

 



[排他的経済水域→漁獲高の減少] 

[問題](要点把握) 

 次の下線部A～Fで誤っているものを

2つ選び，正しい語句に直せ。 

 1970 年代以降，各国が A 排他的水域

を設定したため，B 遠洋漁業(図のエ)の

漁獲量がC減少した。 

 



これを補うようにD沖合漁業(イ)の漁獲

高が増加したが，その後，日本近海の不

漁などにより D 漁業の漁獲量も減少し

た。1980年代後半以降，海外からの 

E水産物の輸入(ウ)がF急激に増加した。 

 

[解答]A排他的経済水域，B遠洋漁業(図

のア) 

※出題頻度：「グラフ：遠洋漁業〇・沖合

漁業〇・輸入△・養殖業△」 

「排他的経済水域◎→遠洋漁業が減少〇

→輸入が増加△→自給率低下△」 

 

 



[問題](2学期期末) 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 1970 年代に漁獲量が大きく減少し

たのは何漁業か。 

(2) (1)の原因は多くの国が何を設定した

からか。 

(3) 減少した漁獲量を補うような形で海

外からの何が増加したか。 

 

[解答](1) 遠洋漁業 (2) 排他的経済水

域 (3) 輸入 

 

 



[問題](前期期末) 

 次のグラフについて，後の各問いに答

えよ。 

 

(1) グラフの A～D は次の[  ]のどれ

を示しているか。それぞれ答えよ。 

[ 遠洋漁業 沖合漁業 沿岸漁業 

 輸入 ] 



(2) グラフのように，1970 年代から B

の漁獲高が減少した理由を 1 つ答え

よ。 

 

[解答](1)A 沖合漁業 B 遠洋漁業 

C 沿岸漁業 D 輸入 (2) 各国が排他

的経済水域を設定したため。 

 



[とる漁業から育てる漁業へ] 

[問題](要点把握) 

 次の下線部A～Dで誤っているものを

1つ選び，正しい語句に直せ。 

 遠洋漁業や沖合漁業の漁獲量の減少に

対し，「Aとる漁業からB育てる漁業へ」

という方針の下で，魚介類をいけすやい

かだなどで育てて増やすC養植業や，海

底に魚が集まる漁場をつくったり稚魚や

稚貝を放流したりして沿岸の漁業資源を

増やそうとする D 栽培漁業がおこなわ

れている。 

 

[解答]C養殖業 

※出題頻度：「とる漁業→育てる漁業△」

「養殖業〇」「栽培漁業〇」 

 



[問題](前期期末) 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 魚や貝などを，網を張った海や人口

の池で，大きくなるまで人工的に育

てる漁業を何というか。 

(2) 海底に魚が集まる漁場をつくったり

稚魚や稚貝を放流したりして沿岸の

漁業資源を増やそうとする漁業を何

というか。 

(3) (1)，(2)の漁業を合わせて何というか。 

 

[解答](1) 養殖業(養殖漁業) 

(2) 栽培漁業 (3) 育てる漁業 

 



[問題](前期期末) 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 養殖漁業とはどのような漁業か。「魚

や貝」「網を張った海や人口の池」と

いう語句を使って簡単に説明せよ。 

(2) 栽培漁業とはどのような漁業か。「海

底に魚が集まる漁場をつくったり，」

に続けて「稚魚や稚貝」「放流」とい

う語句を使って簡単に説明せよ。 

(3) 今後求められる漁業の姿として，次

の文章を完成せよ。 

 「○○漁業から△△△漁業へ」 

 



[解答](1) 魚や貝などを，網を張った海や

人口の池で，大きくなるまで人工的に育

てる漁業。 

(2) 海底に魚が集まる漁場をつくったり，

稚魚や稚貝を放流したりして沿岸の漁業

資源を増やそうとする漁業。 

(3) とる漁業から育てる漁業へ 

 

 



[林業] 

[問題](要点把握) 

 次の下線部A～Eで誤っているものを

1つ選び，正しい語句に直せ。 

 1960 年ごろの木材自給率は約 90%で

あったが，1970 年ごろから A 安い輸入

木材が増え，国産木材を上回るようにな

り，木材自給率は約4割になった。これ

によって，B国内の林業は大きな打撃を

受け，林業に従事する人は次第にC少な

くなった。また，D後継者が少なくなり，

従事者のE若年化が進んでいる。 

 

[解答]E高齢化 

※出題頻度：「安い輸入木材の増加△→林

業が大きな打撃△」「後継者不足と高齢化

△」 



[問題](2学期中間) 

 日本の林業について，正しいものを次

のア～エから2つ選び，記号で答えよ。 

ア 国産木材の輸出増加。 

イ 外国産木材の輸入増加。 

ウ 森林の重要性の低下。 

エ 就業人口の減少と高齢化。 

 

[解答]イ，エ 

 

 



[問題](1学期期末) 

 次の文中の①，②の(  )内より適語

を選べ。 

 日本では古くから，吉野すぎなどの針

葉樹が木造建築に使われ林業のさかんな

地域が全国に広がっていた。しかし，

1960年代後半以降，海外からの木材の輸

入が増えたことで，国内の林業は大きな

打撃を受け，林業に従事する人は次第に

少なくなった。日本の林業が衰退したの

は，日本の木材は外国産と比べて価格が

①(高く／低く)，競争力が②(高い／低い)

からである。 

 

[解答]① 高く ② 低い 

 

 



[問題](入試問題) 

 日本の木材自給率は，74%(1965年)か

ら41%(2022年)に低下している。このよ

うに，木材自給率が低下した要因を簡潔

に書け。 

(和歌山県) 

 

[解答]国産木材より安い外国産木材の輸

入が増加したため。 

 

 



【各ファイルへのリンク】 

社会地理 

[世界1] [世界2] [日本1] [日本2] 

 

社会歴史 

[古代] [中世] [近世] [近代] [現代] 

 

社会公民 

[現代社会] [人権] [三権] [経済] 

 

理科1年 

[光音力] [化学] [植物] [地学] 

 

理科2年 

[電気] [化学] [動物] [天気] 

 

理科3年 

[運動] [化学] [生殖] [天体] [環境] 
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【FdData中間期末製品版のご案内】 

このPDFファイルは，FdData中間期末

を PDF 形式(スマホ用)に変換したサン

プルです。製品版のFdData中間期末は

Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイル(A4版)で，

印刷・編集を自由に行うことができます。 

◆FdData中間期末の特徴 

中間期末試験で成績を上げる秘訣は過去

問を数多く解くことです。FdData 中間

期末は，実際に全国の中学校で出題され

た試験問題をワープロデータ(Word 文

書)にした過去問集です。各教科(社会・

理科・数学)約1800～2100ページと豊富

な問題を収録しているため，出題傾向の

90％以上を網羅しております。 

FdData 中間期末を購入いただいたお客

様からは，「市販の問題集とは比べものに

ならない質の高さですね。子どもが受け



た今回の期末試験では，ほとんど同じよ

うな問題が出て今までにないような成績

をとることができました。」，「製品の質の

高さと豊富な問題量に感謝します。試験

対策として，塾の生徒にFdDataの膨大

な問題を解かせたところ，成績が大幅に

伸び過去最高の得点を取れました。」など

の感想をいただいております。 

◆サンプル版と製品版の違い 

ホームページ上に掲載しておりますサン

プルは，製品の全内容を掲載しており，

どなたでも自由に閲覧できます。問題を

「目で解く」だけでもある程度の効果を

あげることができます。しかし，FdData

中間期末がその本来の力を発揮するのは

印刷ができる製品版においてです。印刷

した問題を，鉛筆を使って一問一問解き

進むことで，大きな学習効果を得ること

ができます。さらに，製品版は，すぐ印



刷して使える「問題解答分離形式」，編集

に適した「問題解答一体形式」，暗記分野

で効果を発揮する「一問一答形式」(理科

と社会)の3形式を含んでいますので，目

的に応じて活用することができます。 

FdData中間期末の特徴(QandA方式) 

◆FdData中間期末製品版の価格 

社会地理，歴史，公民：各7,800円 

理科1年，2年，3年：各7,800円 

数学1年，2年，3年：各7,800円 

ご注文は電話，メールで承っております。 

FdData中間期末(製品版)の注文方法 

※パソコン版ホームページは，Google

などで「fddata」で検索できます。 

※Amazonでも販売しております。 

 (「amazon fddata」で検索) 
 

【Fd教材開発】電話：092-811-0960 

メール： info2@fdtext.com 

http://www.fdtext.com/dp/qanda_k.html
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